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1.はじめに

従来より，生活や社会において様々な課題を

見つけ，解決することが求められている。解決

策を実現するために必要な行動の組み合わせや

それらの順序を論理的に考える力の育成が必要

である。このような力は，情報技術で用いられ

るプログラミングと対応している点が多い。本

研究では，ネットワークを利用した双方向性の

あるコンテンツのプログラミング教育に，地図

サービスを取り入れることを提案し 3 コンテン

ツ制作学習における教材例や具体的な学習指導

計画と学習指導案を立案するとともに， Web 

コンテンツの制作環境を示すことを目的とする O

2. ネットワークを利用した双方向性のある地

図コンテンツ

J avaScriptは Webブラウザなどに内蔵され

たインタープリタによって実行されるプログラ

ミング言語であり，コンテンツの操作やその情

報の読み取り，クリップやタップなどの操作に

よるイベントに対応した処理などが行える。

JavaScriptによるプログラムは， HTML及び

CSSと組み合わせて記述される O

地図サービスを利用した Webページは，使

用者の働きかけによって応答し，必要な地図

データを配信サーバからネットワークを介して

受信し表示する双方向性のあるコンテンツの一

種である 1)。表 1に地図サービスの名称と特徴，

指導教員伊藤陽介

示す。

3. 地図サービスを取り入れた学習指導計画

技術科以外で行った学習活動を通して得られ

た内容を積極的に利用することを想定し，地図

サービスを取り入れた双方向性のある Webコ

ンテンツに対応した教材例のテーマを採用する。

情報通信ネットワークの構成と情報を利用する

ための基本的な仕組みを説明できること，及び，

安全・適切なプログラムの制作，動作の確認，

デ、バッグ等ができることを学習目標とする o さ

表 1 地図サービスの名称と特徴

名称 特徴

利用方法についてのマニュア

GoogleMaps 
ルなどの情報が充実している

が，アクセス数が一定以上に

なると有償になる O

日本の地図標百己に対応した

Yahoo!地図 APIが利用できるが地図上の

情報が少ない。

OpenStreet 
地図上のプ、ザインを変更でき

るが，地図上の情報は無保証
Maps 

である o

地図上の情報の信頼性が向い

国土地理院 が日本以外の地図は情報が少

ないD

表 2 学習指導計画

子ヨ白耳 r川fミォ廿げう 時

(1)情報通信ネットワークについて知
2 

ろう

(2)情報セキュリァィやそフルについ
1 

て知ろう

(3) Webコンァンツの仕組みについ
2 

て知ろう

(4)プログフミングについて知ろう 1 

(5)我が町の防災マップをつくろう 2 
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らに，総合的な学習の時間における学習成果を

利用するため題材名を「我が町の防災マップを

つくろう Jとし，学習指導計画と学習指導案を

立案した。表 2に学習指導計画を示す。

防災マップに関する教材例を図 1に示す。

4. Webコンテンツの制作環境

利用する地図サービスは，国内のみのコンテ

ンツであれば国土地理院，外国を含むコンテン

ツであれば OpenStreetMapを用い，地図サー

ビスを利用するための JavaScriptライブラリ

は， leaflet (http://leafletjs.com/)を用いる。

leafletの使い方はくhead>とく/head>の聞に表

示したものを記述する。

学習者が制作を行う際に想定される問題点は，

間違えて文字等を削除したり，入力したりする

ことである。学習者が的確に制作を行えるため

に，ひな形となる JavaScriptを含む，文書

ファイルや教材例が必要である。これらのファ

イルはあらかじめ指導者が準備する。

図 2に文章ファイルを用いた教材を示す。ひ

な形となる文章ファイノレをあらかじめ指導者が

準備しておき，学習者に許可されていない部分

については，文書作成ソフトウェアの機能を

使ってパスワード保護をかけておく 。 また

JavaScriptや HTMLは命令語の組み合わせと

なるため，綴りミスが起こりやすい問題も想定

される。その側面から，仮名漢字変換機能を用

いてj 機能をひらがなで入力するとそれに対応

した JavaScriptや HTMLの命令語に変換する

入力支援辞書を用いる。
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図 1 防災マップに関する教材例
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図2 文章ファイルを用いた教材

図サービスを取り入れることを提案した。また

具体的な学習指導計画と学習指導案を示し，コ

ンテンツ制作学習における教材例及び Webコ

ンテンツの制作環境を示した。今後の課題は，

学習者が不用意に文字を削除したときのデバッ

クの方法を考案する必要がある。
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